
一
〇
〇
年
に
向
け
て
、
新
病

棟
を
実
現
す
る
た
め
に
、
医

学
部
長
、
病
院
長
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
た
。
新
年
祝
賀
式
に
続
い

て
、「
坂
口
光
洋
記
念
慶
應

義
塾
医
学
部
振
興
基
金
」
に

基
づ
く
医
学
研
究
奨
励
採

択
者
発
表
・
同
研
究
助
成
金

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
最
初

に
医
学
研
究
奨
励
事
業
委

員
会
委
員
長
で
あ
る
小
川

聡
教
授
よ
り
審
査
経
過
と

研
究
奨
励
採
択
者
の
紹
介

が
行
わ
れ
、
微
生
物
学
教

室
の
松
尾
光
一
君
（
65
回
）、

産
婦
人
科
学
教
室
の
丸
山

哲
夫
君
（
65
回
）
の
二
名
が

奨
励
研
究
採
択
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
。
引
き
続
き
安

西
祐
一
郎
塾
長
よ
り
助
成

金
が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の
後
二

名
か
ら
謝
辞
と
研
究
内
容

の
紹
介
が
あ
り
、
閉
式
と
な

っ
た
。
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臨床研究発展に期待臨床研究発展に期待

臨床研究棟完成臨床研究棟完成

　

人
間
は
自
分
ひ
と
り
で
大

き
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
。

誰
も
が
家
族
や
親
戚
や
近
隣

の
人
々
や
多
く
の
知
ら
な
い

人
々
か
ら
恩
恵
を
受
け
て
一

人
前
に
な
る
の
だ
。
自
分
が
死

ん
だ
と
き
ぐ
ら
い
、
臓
器
や
組

織
を
提
供
し
て
恩
返
し
を
し

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

日
本
の
臓
器
提
供
者
は

人
口
百
万
人
当
た
り
〇
・
九

人
、
欧
米
で
は
約
二
〇
人
、

二
〇
〇
五
年
の
腎
移
植
数
は

人
口
百
万
人
当
た
り
日
本

七
・
八
、
韓
国
十
五
・
八
、
台

湾
九
・
〇
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

一
〇
・
二
、
以
前
は
献
腎
が

皆
無
だ
っ
た
サ
ウ
ジ
ア
ア
ラ

ビ
ア
十
三
・
二
で
あ
る
。
日

本
の
臓
器
移
植
は
発
展
途
上

で
な
い
後
進
国
と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。

　

と
言
っ
て
も
数
が
少
な
い

だ
け
で
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、

腎
臓
の
移
植
成
績
は
欧
米
よ

り
も
良
好
で
あ
る
。
昨
年
の

国
民
の
意
識
調
査
で
は
脳
死

で
の
臓
器
提
供
を
し
た
い
者

が
四
一
・
六
％
、
し
た
く
な
い

者
の
二
七
・
五
％
を
上
回
り
、

脳
死
で
の
臓
器
提
供
に
意
思

表
示
が
な
く
と
も
臓
器
提
供

を
家
族
の
判
断
で
よ
い
と
す

る
者
が
五
七
％
、
認
め
な
い

者
は
三
六
％
で
あ
っ
た
。
臓

器
提
供
に
関
す
る
国
民
の
意

識
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
平
成
十
九
年
の
脳

死
下
の
臓
器
提
供
数
は
た
っ

た
の
十
三
例
で
い
ま
だ
に
海

外
で
多
く
の
日
本
人
が
命
を

か
け
て
臓
器
移
植
を
受
け
て

い
る
。
日
本
人
が
移
植
を
受

け
た
た
め
に
、
そ
の
国
の
国

民
で
あ
る
待
機
患
者
が
死
亡

し
て
い
る
事
実
も
あ
る
。

　

日
本
救
急
医
学
会
が
終
末

期
医
療
の
指
針
を
出
し
て

も
、
警
察
に
逮
捕
さ
れ
る
と

言
っ
て
、
救
急
の
現
場
で
は

呼
吸
器
を
は
ず
す
こ
と
は
少

な
い
。
透
析
患
者
数
は
つ
い

に
二
十
七
万
人
な
り
、
日
本

一
国
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
と

ほ
ぼ
同
数
の
透
析
患
者
数
を

か
か
え
て
い
る
。
こ
ん
な
に

不
都
合
が
生
じ
て
い
る
こ
と

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
て
い

い
の
か
。

　

明
治
維
新
に
ち
ょ
ん
ま
げ

を
切
り
、
牛
肉
を
食
べ
、
福

澤
先
生
の
啓
蒙
に
よ
っ
て
西

洋
文
化
を
取
り
入
れ
た
の
は

こ
の
日
本
で
あ
る
。
世
界
保

健
機
構
（W

H
O

）
は
自
国
で

移
植
を
行
う
よ
う
、
渡
航
移

植
に
自
粛
を
求
め
て
い
る
。

　

い
ま
こ
そ
義
塾
の
独
立
自

尊
の
精
神
を
日
本
の
国
自
体

が
も
っ
て
、
移
植
医
療
に
対

処
す
べ
き
だ
と
思
う
。

（
相
川
厚 

東
邦
大
学
医
学
部

腎
臓
学
教
室
教
授 

泌
58
回
）

地
上
五
階 

地
下
一
階

述
べ
面
積
約
五
千
六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
長
寿
命
建
築

　

一
月
三
十
一
日
午
後
一
時

よ
り
北
里
講
堂
に
お
い
て
臨

床
研
究
棟
（
旧
称
共
用
研
究

棟
）の
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。

最
初
に
安
西
祐
一
郎
塾
長
か

ら
設
計
監
理
者
、
建
築
工
事

担
当
で
あ
る
竹
中
工
務
店
、

電
気
設
備
担
当
の
関
電
工
、

空
調
設
備
工
事
担
当
の
三
機

工
業
、
衛
生
設
備
担
当
の
城

口
研
究
所
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。
続
い
て
、
設
計
監

理
者
、
施
工
者
で
あ
る
竹
中

工
務
店
、
竹
中
統
一
社
長
よ

り
記
念
品
目
録
が
義
塾
に
贈

呈
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
披

露
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
安

西
塾
長
、
末
松
誠
医
学
部
長

が
挨
拶
を
行
い
、
そ
れ
を
受

け
て
竹
中
統
一
社
長
に
よ
る

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
山
崎
元

常
任
理
事
の
乾
杯
に
よ
り
祝

賀
の
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
披
露
式
の
後
施
設

見
学
が
行
わ
れ
内
部
が
公
開

さ
れ
た
。
こ
の
臨
床
研
究
棟

は
，
地
上
五
階
、
地
下
一
階
、

述
べ
面
積
約
五
千
六
百
平
方

メ
ー
ト
ル
。
別
館
か
ら
の
研

究
室
の
移
動
と
と
も
に
、
異

な
る
領
域
間
の
研
究
促
進
の

た
め
の
ク
ラ
ス
タ
ー
機
能
も

有
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
物
自
体
も
、
自

由
な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
可
能
と

す
る
建
築
設
備
シ
ス
テ
ム
と

大
ス
パ
ン
無
柱
空
間
を
実
現

す
る
構
造
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

　

私
は
昭
和
五
十
八
年
春

に
医
学
部
を
卒
業
し
、
内

科
学
教
室
の
研
修
医
に
な

り
ま
し
た
。
折
り
し
も
こ

の
年
は
義
塾
創
設
一
二
五

周
年
の
年
で
し
た
。
我
々

六
十
二
回
生
が
主
催
し
た

謝
恩
会
の
祝
辞
で
故
武
見

太
郎
先
生
は
「
医
学
部
の

歴
史
は
復
興
の
歴
史
で
あ

公　　告
三四会員各位

　慶應義塾大学医学部三四会の役員
および評議員の任期は来る平成 20 年
6 月 13 日を以って満了します。
三四会会則施行細則第 12 条により、
三四会役員および評議員の改選を施
行いたしますことを公告します。

　平成 20 年 1 月 28 日

三四会会長 比企 能樹

（本掲示を以って三四会会則施行細則第12条の公告に代えます）

新
年
祝
賀
式

新
年
祝
賀
式
お
よ
び

お
よ
び

　
　
　
　

坂
口
基
金
贈
呈
式

坂
口
基
金
贈
呈
式  

挙
行
挙
行

　

一
月
五
日
、
病
院
新
棟

十
一
階
大
会
議
室
に
お
い

て
、
二
〇
〇
八
年
の
新
年
祝

賀
式
、「
坂
口
光
洋
記
念
慶

應
義
塾
医
学
部
振
興
基
金
」

に
基
づ
く
医
学
研
究
奨
励
採

択
者
発
表
・
同
研
究
助
成
金

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

　

新
年
祝
賀
式
は
塾
歌
斉

唱
の
あ
と
、
年
頭
の
詞
と

し
て
末
松
誠
医
学
部
長
か

ら
、
今
年
義
塾
が
迎
え
る
創

立
一
五
〇
年
に
お
け
る
記
念

事
業
と
し
て
、
新
し
い
医
療

施
設
建
設
を
考
え
る
に
あ
た

り
、
創
立
一
二
五
年
当
時
の

新
棟
建
設
を
例
に
挙
げ
、
現

在
の
我
々
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
医
学
部
の
構
造
改
革
の

必
要
性
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ

の
詳
細
は
信
濃
町
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

－

序
章

－

に
掲
載

し
た
の
で
ご
一
読
い
た
だ
き

た
い
。

　

引
き
続
き
、
安
西
祐
一
郎

塾
長
よ
り
賀
詞
と
し
て
、
今

年
が
義
塾
創
立
一
五
〇
年
で

あ
る
こ
と
、
医
学
部
に
お
け

る
記
念
事
業
実
現
の
た
め
に

信
濃
町
刷
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
自
身
も
参
加
し
て
遂
行
し

【
二
面
に
つ
づ
く
】

信信 濃 町 リ ノ べ ー シ ョ ン信 濃 町 リ ノ べ ー シ ョ
2008200

ン
〈序　章〉 

高
い
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ

が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
共

に
、
環
境
負
荷
低
減
に
配
慮

し
た
長
寿
命
建
築
と
な
っ

て
お
り
、
常
に
進
歩
す
る
最

先
端
の
医
科
学
研
究
に
対

応
で
き
る
施
設
を
実
現
し

た
。
今
後
、引
き
続
き
仮
棟
、

二
号
棟
な
ど
に
あ
る
臨
床

研
究
グ
ル
ー
プ
が
よ
り
良

い
研
究
、
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究

を
行
っ
て
い
く
た
め
の
第

二
臨
床
研
究
棟
の
早
期
建

設
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

て
い
る
こ
と
、
信
濃
町
の
将

来
の
た
め
に
三
四
会
皆
様

の
一
致
団
結
の
努
力
を
お

願
い
し
た
い
こ
と
、
本
日
の

末
松
誠
医
学
部
長
の
詞
ど

お
り
の
こ
と
を
医
学
部
で

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
こ

と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。
引

き
続
き
比
企
能
樹
三
四
会

会
長
よ
り
、
三
四
会
は
医

学
部
と
と
も
に
一
致
団
結

し
て
福
澤
、
北
里
両
先
生

の
建
学
の
想
い
を
忘
れ
ず

に
、
塾
一
五
〇
年
か
ら
医

学
部
一
〇
〇
年
（
二
〇
一
七

年
）
に
む
け
て
変
化
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
っ
た
賀
詞
が
述
べ
ら

れ
た
。
最
後
に
教
職
員
代

表
の
小
林
紘
一
教
授
か
ら
、

義
塾
一
五
〇
年
、
医
学
部

　

現
在
、
わ
が
国
で
は

六
十
五
歳
以
上
の
約
一
割
が

認
知
症
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、
日
本
の
人
口
構
成
の

高
齢
化
に
伴
い
増
加
す
る
認

知
症
の
医
療
は
、
二
十
一
世

紀
の
大
き
な
課
題
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

社
会
的
状
況
を
見
据
え
、
精

神
・
神
経
科
（
科
長　

鹿
島

晴
雄
教
授
）
お
よ
び
神
経
内

科（
科
長　

鈴
木
則
宏
教
授
）

の
二
診
療
科
合
同
で
、
一
月

二
十
一
日
（
月
）
よ
り
中
央

棟
二
階
に
認
知
症
診
療
に
特

化
し
た
専
門
外
来
「
メ
モ
リ

ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
物
忘

れ
な
ど
認
知
症
の
中
核
症
状

を
主
訴
と
す
る
慢
性
疾
患
の

患
者
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
主
に
、
早
期
の
認
知
症

患
者
に
質
の
高
い
診
療
を
提

供
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て

い
ま
す
が
、
中
等
度
以
上
の

認
知
症
の
診
療
も
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
担
当
医
師

は
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
を
中
心

に
神
経
内
科
三
名
、
精
神･

神
経
科
三
名
よ
り
構
成
さ

れ
、
科
を
超
え
た
診
療
体
制

を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大

き
な
特
徴
で
す
。
一
人
の
患

者
を
神
経
内
科
医
、
精
神
・

神
経
科
医
が
各
々
一
度
は
診

察
し
、
専
門
の
異
な
る
医
師

二
人
に
よ
り
総
合
的
に
診
療

し
、
個
々
の
患
者
の
症
状
に

応
じ
て
神
経
内
科
医
も
し
く

は
精
神
・
神
経
科
医
が
の
ち

の
外
来
診
療
を
担
当
し
ま

す
。
ま
た
、
種
々
の
高
次
脳

機
能
の
検
査
を
用
い
て
、
客

観
的
な
認
知
機
能
評
価
を
重

視
し
た
診
療
を
確
立
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
診
療

科
合
同
で
、
定
期
に
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
綿
密

な
症
例
検
討
と
診
療
レ
ベ
ル

の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
診
療
科
を
越
え

た
共
同
診
察
形
態
は
、
本
院

で
は
初
で
あ
り
、
現
在
医
学

部
病
院
で
進
行
中
の
診
療
ク

ラ
ス
タ
ー
構
想
の
一
端
を
担

う
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
介
護

保
険
の
早
期
か
ら
の
利
用
や

患
者
へ
の
対
応
の
仕
方
を
指

導
す
る
な
ど
、
御
家
族
の
支

援
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
か
か
り
つ
け
医
な

ど
の
地
域
医
療
機
関
・
介
護

お
よ
び
福
祉
施
設
・
地
域
社

会
と
の
連
携
の
中
で
中
心
的

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

一
般
的
な
健
康
管
理
が
円
滑

か
つ
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
，
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
院

す
る
と
同
時
に
自
宅
近
隣
の

か
か
り
つ
け
医
や
地
域
の
病

院
を
主
治
医
と
し
て
持
つ
こ

と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
に

関
連
し
て
、認
知
症
の
診
断
・

治
療
に
関
す
る
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
の
求
め
に
も
積
極

的
に
応
じ
て
い
ま
す
。

専
門
外
来
「
メ
モ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
新
規
開
設

　
　

　
　

　
－

認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に

－

　

認
知
症
を
代
表
と
す
る
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（A

D

）

は
、
一
九
〇
六
年
に
最
初
に

報
告
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
診

断
、
治
療
は
大
き
な
変
革
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

病
理
学
、
生
化
学
そ
し
て
分

子
生
物
学
の
融
合
に
よ
り
そ

の
分
子
病
態
が
解
明
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
治
療
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、A

D

の
病
態

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
提
唱
さ

れ
た
ア
ミ
ロ
イ
ド
カ
ス
ケ
ー

ド
仮
説
は
、
基
礎
医
学
的
に

は
す
で
に
確
立
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、

神
経
内
科
、
精
神
・
神
経
科

を
は
じ
め
と
す
る
臨
床
医
学

に
よ
る
検
証
の
時
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

ア
ミ
ロ
イ
ド
蛋
白
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
たP

E
T

の
開
発

に
よ
り
特
異
性
の
高
い
早
期

診
断
、
発
症
前
診
断
が
可
能

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ワ
ク
チ

ン
を
は
じ
め
と
し
た
根
本
治

療
が
現
実
的
な
も
の
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
世
界
の

認
知
症
診
療
の
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
を
と
れ
る
存
在
と
な
る

こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　

診
察
は
、
患
者
及
び
御
家

族
か
ら
詳
し
く
お
話
を
伺
い

様
々
な
ご
相
談
に
対
応
す
る

た
め
、
完
全
予
約
制
を
と

っ
て
お
り
ま
す
。
診
察
は
、

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午

前
中
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

初
診
の
場
合
、
一
人
十
五

分
か
ら
三
十
分
程
度
の
枠

を
設
け
て
診
察
し
て
い
ま

す
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
受

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
地
域

医
療
連
携
室
（
直
通
電
話

03-3353-1889

）
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
本
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
開
設
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
広
く

ご
利
用
ご
活
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
伊
東
大
介

内
科
選
任
講
師
71
回
）

写真向かって左から、伊東大介、小堺有史、
言語聴覚士 斉藤菜穂、藤澤大介、
クラーク宍戸由貴、佐々木貴浩

　

昨
年
十
月
、
慶
應
医

学
賞
授
賞
式
・
お
よ
び

記
念
講
演
の
た
め
に
、
満

屋
裕
明
博
士
、B
rian J. 

D
ruker

博
士
の
両
氏
が
信

濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
訪

さ
れ
た
。
貴
重
な
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
時
間
を
得
た
の

で
、
ご
報
告
し
た
い
。

　

満
屋
博
士
の
エ
イ
ズ
治

療
薬
の
開
発
、D

ruker

博
士
の
分
子
標
的
薬
の
開

発
、
い
ず
れ
も
新
し
い
ア

慶應医学賞
満屋 裕明博士  Brian J. Druker博士 来塾

第２回
Ｎ響院内コンサート開催
至高のバイオリンの音色に

酔うひととき
　

昨
年
、
十
二
月
二
十
六

日
午
後
二
時
よ
り
、
新
棟

十
一
階
大
会
議
室
に
て
、
第

二
回
Ｎ
響
院
内
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
Ｎ
響
第
一
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め

ら
れ
る
世
界
で
も
著
名
な

バ
イ
オ
リ
ン
ニ
ス
ト
の
篠

崎
史
紀
氏
と
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
桑
生
美
千
佳
氏
を
招
い

て
の
贅
沢
な
ひ
と
と
き
と

な
っ
た
。

　

会
場
は
、
開
演

を
待
つ
入
院
患
者

さ
ん
た
ち
で
早
々

に
満
員
と
な
っ

た
。『
愛
の
あ
い

さ
つ
』
の
耳
慣
れ

た
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

流
れ
る
と
、
会
場

か
ら
は
た
め
息
が

も
れ
た
。

　
「
音
楽
は
脳
に
良
い
刺
激

を
与
え
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

皆
様
、
く
つ
ろ
い
で
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
」。
時
折
ジ
ョ

ー
ク
も
交
え
た
楽
し
い
語

り
と
と
も
に
、
素
晴
ら
し
い

演
奏
が
次
々
と
披
露
さ
れ
、

会
場
は
拍
手
で
沸
い
た
。

　

終
演
後
に
は
、
篠
崎
氏
ら

が
小
児
科
病
棟
を
訪
ね
、
演

奏
が
行
わ
れ
た
。
Ｎ
響
の
ス

タ
ッ
フ
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
に
扮
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
配
る
な
ど
、
ク
リ
ス
マ
ス

ム
ー
ド
の
中
で
子
ど
も
た

ち
も
な
ご
や
か
な
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
。

　
「
今
後
も
引
き
続
き
こ
の

よ
う
な
機
会
を
な
る
べ
く

た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
き

た
い
」
と
相
川
前
病
院
長
と

戸
山
病
院
長
は
語
る
。

グ
レ
ッ
シ
ブ
な
医
療
の
時
代

の
到
来
を
伺
わ
せ
る
非
常
に

明
る
く
素
晴
ら
し
い
研
究
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
研

究
内
容
の
詳
細
は
当
紙
で
も

す
で
に
紹
介
し
て
い
る
通

り
。
義
塾
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
も
ご
参
照
い
た
だ
き
た

い
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
両
氏
の
研
究
へ
の
思
い

な
ど
を
伺
っ
た
。

【
二
面
に
続
く
】

る
。
感
染
症
研
究
に
対
す

る
周
囲
の
信
頼
醸
成
を
果

た
し
き
れ
ず
創
立
し
た
医

学
部
は
間
も
な
く
関
東
大

震
災
を
経
験
す
る
が
、
損

害
を
ば
ね
に
し
て
医
学
部

一
丸
と
な
っ
て
地
域
の
医

療
と
復
興
に
貢
献
す
る
こ

と
に
よ
り
社
会
の
信
頼
を

獲
得
し
た
。
信
濃
町
キ
ャ

ン
パ
ス
は
第
二
次
世
界
大

戦
で
さ
ら
に
甚
大
な
被
害

を
受
け
る
も
の
の
奇
跡
的

な
復
興
を
遂
げ
た
。
そ
の

よ
う
な
歴
史
認
識
の
下
に

昭
和
の
国
民
的
大
事
業
と

し
て
一
二
五
年
記
念
の
新

病
棟
を
建
設
し
よ
う
。」
と

述
べ
ら
れ
、
そ
れ
が
当
時

の
武
見
先
生
の
お
考
え
で

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
今
、
視
点
を
転
じ

て
当
時
の
慶
應
義
塾
塾
員

が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
、

ど
の
よ
う
な
覚
悟
で
信
濃

町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
病
棟

建
設
に
協
力
さ
れ
た
の
か
、

改
め
て
二
十
五
年
後
の

我
々
医
学
部
・
病
院
の
教

職
員
の
皆
様
は
認
識
を
新

た
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

創
立
一
二
五
年
事
業
に

つ
い
て
、
記
念
誌
（
三
田

評
論
別
冊
と
し
て
昭
和

六
十
年
四
月
に
出
版
）
の

巻
頭
を
飾
っ
て
い
る
、
故

石
川
忠
雄
塾
長
の
「
創
立

一
二
五
周
年
を
迎
え
て
」、

ま
た
記
念
事
業
を
推
進
さ

れ
た
当
時
の
松
本
三
郎
常

任
理
事
に
よ
る
「
記
念
計

画
の
大
要
」
に
当
時
の
義

塾
の
医
学
部
に
対
す
る
思

い
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
は
四
半
世
紀

毎
に
社
中
一
丸
と
な
っ
て

革
新
的
事
業
を
歴
史
に
刻

ん
で
き
て
い
ま
す
。
創
立

二
十
五
年
を
数
え
る
明
治

十
五
年
に
は
、
な
ん
ら
の

政
党
色
を
も
帯
び
な
い
い

わ
ゆ
る
不
偏
不
党
を
標
榜

し
た
時
事
新
報
の
創
刊
、

五
十
年
に
は
赤
レ
ン
ガ

八
角
塔
の
図
書
館
建
設
、

七
十
五
年
に
は
本
邦
に
お

け
る
郊
外
の
本
格
的
な
学

園
都
市
と
な
る
日
吉
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
き
、
さ
ら
に

創
立
一
〇
〇
年
と
な
る
昭

和
三
十
三
年
に
は
戦
災
に

よ
る
最
も
甚
大
な
被
害
を

蒙
っ
た
校
舎
の
再
建
を
見

事
に
成
し
遂
げ
て
参
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
当

時
総
額
一
八
〇
億
の
事
業

の
う
ち
一
五
〇
億
を
純
粋

な
寄
付
に
よ
ろ
う
と
す
る

募
金
計
画
を
立
て
、
そ
の
う

ち
実
に
一
二
〇
億
の
巨
費

を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
の

が
、
一
二
五
年
事
業
の
第
一

に
挙
げ
ら
れ
た
新
病
院
で

あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

ま
た
松
本
常
任
理
事
の

寄
稿
の
一
節
に
は
「
今
日
の

塾
内
を
見
る
と
き
、
そ
の
研

究
教
育
の
施
設
面
で
誰
の

目
に
も
そ
の
立
ち
遅
れ
の

明
ら
か
な
の
は
、
医
学
部
と

そ
の
付
属
病
院
の
現
状
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
そ
れ
な
り

の
理
由
が
あ
り
、
殊
に
第
三

期
の
建
設
に
入
ろ
う
と
し

て
い
た
矢
先
で
の
医
学
部

の
足
並
み
の
乱
れ
と
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済

の
混
乱
は
、
そ
の
停
滞
を
決

定
的
な
も
の
と
し
た
と
い

っ
て
よ
い
。
し
か
も
付
属
病

院
の
経
常
収
支
面
に
お
け

る
大
幅
な
赤
字
は
、
義
塾
当

局
に
病
院
お
よ
び
医
学
部

の
施
設
面
で
の
大
規
模
な

整
備
を
、
そ
の
必
要
を
認
め

な
が
ら
も
躊
躇
さ
せ
た
の

で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
慶
應

医
学
の
名
声
を
維
持
す
る

た
め
に
は
も
は
や
待
つ
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。
我
々
が

創
立
一
二
五
年
記
念
事
業

の
重
点
の
ひ
と
つ
を
医
学

部
新
棟
の
建
設
に
向
け
た

の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。」

と
あ
り
ま
す
。

　

塾
創
立
一
五
〇
年
に
あ

た
り
、
我
々
医
学
部
・
病
院

の
教
職
員
、
学
生
は
、
こ
の

よ
う
な
学
部
を
超
え
た
塾

員
一
丸
と
な
っ
た
犠
牲
的

と
も
言
え
る
ご
協
力
な
く

し
て
今
日
の
信
濃
町
キ
ャ

ン
パ
ス
は
存
在
し
え
な
か

っ
た
と
い
う
事
実
を
改
め

て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
日
本
の
数
多

い
大
学
の
中
で
も
最
古
の

歴
史
を
持
つ
義
塾
の
私
学

と
し
て
の
歩
み
は
苦
難
に

満
ち
た
歩
み
で
あ
っ
た
は

ず
で
す
。
そ
れ
で
も
こ
こ
ま

で
塾
が
維
持
さ
れ
発
展
し

て
き
た
影
に
は
、
先
輩
方
の

研
究
教
育
面
で
の
た
ゆ
ま

ぬ
研
鑽
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
先
に
述
べ
た
二
十
五
年

式典の様子

内覧をされる服部禮次郎連合三田会会長
と安西祐一郎塾長

　

今
年
は
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
を
迎
え
る
。
本
塾

の
一
員
と
し
て
、
い
ま
ま
で
の
塾
な
い
し
は
医
学
部
の

歴
史
の
上
に
立
っ
て
、
医
学
部
三
四
会
員
は
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
っ
た
ら

よ
い
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

新
・
信
濃
町
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
序
章
と
し
て
一

月
五
日
に
開
か
れ
た
新
年
祝
賀
会
に
お
け
る
末
松
誠
医

学
部
長
の
挨
拶
の
抜
粋
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

毎
の
革
命
的
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
が
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
認
識
の
下

に
、
一
五
〇
年
の
節
目
に
医

学
部
・
病
院
が
ど
の
よ
う
な

変
革
を
発
信
で
き
る
か
？

　

私
は
そ
の
よ
う
な
発
想

は
す
で
に
着
実
に
信
濃
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
浸
透
し
つ

つ
あ
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　

二
年
に
及
ぶ
診
療
ク
ラ

ス
タ
ー
構
想
の
真
摯
な
議

論
を
経
て
、
十
月
か
ら
は
極

め
て
各
論
的
な
教
員
人
事

制
度
改
革
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

評
価
の
明
確
化
に
よ
る
有

期
教
員
制
度
の
検
討
、
経
常

費
の
抜
本
的
見
直
し
と
セ

ッ
ト
に
し
た
若
手
医
師
・
医

学
研
究
者
の
支
援
策
の
立

案
・
特
に
医
療
の
第
一
線
の

担
い
手
と
な
る
後
期
研
修

医
が
自
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
修
練
で
き
る
大
学
院
制

度
改
革
、
さ
ら
に
は
女
性
医

師
支
援
策
な
ど
を
、
極
め
て

短
期
間
の
間
に
立
案
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
教
授
会
構
成
員
の
先

生
方
か
ら
の
極
め
て
示
唆

に
富
む
健
全
な
ご
批
判
や

建
設
的
な
ご
提
案
、
激
励
の

お
言
葉
、
さ
ら
に
は
公
聴
会

や
メ
ー
ル
を
通
じ
た
中
堅
・

若
手
医
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
・
看
護
師
の
皆
様

か
ら
の
意
見
の
集
約
で
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
義
塾
執

行
部
の
先
生
方
に
も
ご
理

解
を
い
た
だ
き
実
現
に
向

け
て
さ
ら
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ

り
ま
す
。

　

全
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巻
き

込
ん
だ
こ
れ
ま
で
の
議
論

は
医
学
部
執
行
部
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
に
な
り
つ

つ
あ
り
、
私
共
執
行
部
は
今

後
も
こ
の
姿
勢
を
変
え
る

こ
と
な
く
次
の
二
十
五
年

先
の
医
学
部
・
病
院
の
あ
り

方
を
睨
ん
だ
議
論
を
進
め
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
教
職
員
、

学
生
だ
け
で
な
く
、
若
手
医

師
の
育
成
に
日
夜
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
教
育

支
援
病
院
の
先
生
方
の
ご

意
見
も
積
極
的
に
取
り
入


